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こんにちは。環境課自然環境係の岡田と申します。 

 

最近、生きものの鳴き声に興味が出てきたお話をしたいと思います。 

昨年度環境課に配属されてから、昆虫観察や魚類調査など自然に多く触れあう 1

年を過ごしました。その中で、非常に印象に残っているのが、「カンタン」という

昆虫です。河川敷や区立公園内にあるカンタンの里に生息している昆虫で、全長約

1.5 ㎝程度の小さな体から、きれいな鳴き声を奏でます。イベントでそのきれいな

声を注意深く聴いていたら、これまで何気なく聞こえていた生きものの鳴き声が、

ふと「これ何の鳴き声だろう？」と気になるようになりました。ちなみに直近で知

った鳴き声は、夕方によく聞こえる「ホーホー、ホッホー」がキジバトだというも

のです。 

 

葛飾区内にはたくさんの自然があり、様々な鳴き声が聞こえてきます。これから

自然環境レポーターの皆様と共に自然や生きものについて学んでいく中で、聞き分

けられる鳴き声を増やしていきたいと思います。 

 

＊＊＊岡田＊＊＊ 

担当編集のひとコト 
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【調査区５】 計１８種 

〈鳥類〉 コアジサシ、ツバメ、 

オオヨシキリ、コガモ、 

ツグミ、ウグイス、コサギ、 

カワセミ、コゲラ、 

シジュウカラ 

〈昆虫〉 ナミアゲハ、クロアゲハ、 

ツマグロヒョウモン 

〈植物〉 アカメガシワ、 

ナガミヒナゲシ、 

シロツメクサ、イモカタバミ、 

カントウタンポポ 

【調査区４】 計４種 

〈鳥類〉 ツバメ、シジュウカラ 

〈植物〉 スギナ、ナガミヒナゲシ 

【調査区３】 計１５種 

〈鳥類〉 ツバメ、ツグミ、コサギ、シジュウカラ 

〈昆虫〉 クロアゲハ、ナミアゲハ 

〈植物〉 アカメガシワ、スギナ、ナガミヒナゲシ、

スズメノエンドウ、シロツメクサ、 

スギナ、カントウタンポポ 

<爬虫類> ミシシッピアカミミガメ 

<クモ類> ジョロウグモ 

赤字は外来種だよ 

【調査区１】 計７種 

〈昆虫〉 ナミアゲハ、ツマグロヒョウモン 

〈植物〉 アカメガシワ、ナガミヒナゲシ、 

シロツメクサ、イモカタバミ、 

オオキンケイギク 

【調査区２】 計１５種 

〈鳥類〉 ツバメ、ツグミ、ウグイス、 

シジュウカラ 

〈昆虫〉 ナミアゲハ、アカボシゴマダラ 

〈植物〉 スギナ、ナガミヒナゲシ、 

シロツメクサ、スズメノエンドウ、 

イモカタバミ、オオバコ、ススキ、

アレチウリ、ジュズダマ 
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上を向いて歩こう･･･              弥生さくら草 

 
昨年から引き続いて今年もまた受難続きである。気候も例年通りでなく寒暖の

差が激しい。コロナも世界的に猛威を振るうなどというように快いニュースが

少ない。 
今の季節はまた桜の開花が気になる。我が家から程近くにあるかつて森永工

場の裏だった緑道公園は知る人ぞ知る桜の名所だと思う。三月初めの頃は桜の

古木の群れを観ながら満開の姿を想像していた。 
満開の桜を愛でることで憂さを癒したいものだと思う。そこを通るごとにその

姿を思い描いてその時を待っている。トンネルのような桜の並木を通る。固い蕾

が段々膨らみ次第に薄桜色に染まって行くのを観るのは胸が膨らむ心地である。

日頃あまり人は通らないから、絶好の場所だ。開花の時はゆっくり堪能するほど

観賞しよう。 

とうとう待ちに待った花見の頃となった。テレビで毎日のように開花情報があ

る。日本に生まれて幸せだと思う時である。反面、戦火の地に住む方々には同情

を禁じ得ない。花どころでないだろう。東京が空襲に遭った日々の事を思い出す。

そうしていつまでも花が散らないでいて欲しいものだと無理なことを願う。緑

道公園の桜並木の桜は天蓋のように高く咲くから上を向いて歩くのだ。 

桜にも色々な種類があるのですね。テレビからいろいろ教わることが多い。花

の中心が濃い紅色に染まるともう、終焉の時だという。それを知ってから花の命

が惜しまれて見上げるたびに確かめる。花はどれでも精一杯咲いて散って行く

が、桜には殊の外思いが残る。花の命は短い。今は高齢になりなんとか日々を過

ごしている私も、いつまで元気でいられるか？と桜の姿に未来を重ねている。桜

が終わると順々に花々が開花して、忘れていた花々と巡り合える。「年々歳々花

相似たり、歳歳年年人同からず」の古歌を思い出した････････。 

令和 4 年 4 月 4 日 
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新緑の候                   弥生さくら草 

 
長かった冬が去り、輝くような春が巡ってきた。見まわせば瑞々しい萌黄色で

ある。一番素敵な季節であるが世界は混沌としている。戦火に苦しむ方々が大勢

おられると思うと暗澹たる気分である。気候も不穏で日々が夏の様な日と冬を

思わせる日が交差するから面喰らう。 
 街を歩けば色とりどりの花が眼に入る。墓参のために花を買い寺に向かうと

ブラシの花が眼に入った。赤いブラシの様な花というには変わり種である。 
遥か昔、江戸川べりを歩いていた時この花を見て珍しいと思ったのを思いだし

た。それ以来見ていないから珍種なのだろう。その隣家には桑の木に実がなって

いた。黒い小さな実である。そこの家の方から美味であると伺う。桑の木は繁殖

力が強く切ってもすぐに芽を出し大きくなる。植えたのでないのでどこからか

飛んできた種が増える。蚕の食糧であるから虫がつきやすいので、嫌って眼の敵

にしていた。他の木に虫がつくからだ。今度からは大事にしよう･･･。 
その家の屋上に蔓薔薇が多数あって盛りである。酷暑は水を切らせないから大

変だと同情する。 
今は紫陽花がまだ蕾。百日紅も葉を出したばかり。さつきは開花寸前である。 

 毎日花を見て、草をとり木々の剪定で費やす。今の季節は草木の伸び盛りであ

る。ドクダミが白い小さな蕾をつけた。可憐で情緒のある花だけれども繁殖力が

凄い。咲くと更に可愛いけれど花から根から増える。それだから薬になるのだろ

う･･････。というようなわけで我が家では目の敵である。先年まで笹が蔓延
は び こ

り悩

みの種だったが目につけば、むしり取ったせいで今は無い。笹は根が遠くまで伸

びてゆく。だから絶滅は無理？と諦めていたのだが、どうにか今は皆無である。

これもその生命力で繁栄のしるしで珍重されているようである。 
芽映えが美しく、鮮やかなのはもみじだろうか･･････。関東では秋の紅葉は寒

暖の差が少ないので鮮やかに染まらないから、鶯色で爽やかな五月の風になび

くもみじを観るのが好きである。 
 
  令和 4 年 5 月 19 日 
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氏名 町名 調査区散歩の花子 西新小岩、東新小岩 １－４、１－３

カワウ （河鵜、川鵜）

中川の西新小岩付近で、
めずらしく１羽きり？で、羽をかわかしています。

アカバナミツマタ（赤花三叉)
／ジンチョウゲ科

３月下旬、黄色のミツマタはよく見かけますが、
赤花三叉は珍しかったので写真に撮りました。
赤くて、にぎやかです。

アケビ（木通）／アケビ科

遊歩道の片隅に、ちょこっと植わっていました。

地味、だけれど、かわいい花です。
いつか実がなるかナ
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氏名 町名 調査区散歩の花子 東四つ木、西新小岩 ２－８、１－４

ハーデンべルギア
／マメ科

中川 東四つ木付近で、

小さく、こんもりと咲いていました。
小町藤という和風な名前の方が
似合っています。

ハタケニラ（畑韮）
／ネギ亜科

ニラではないのです。
この頃、増えてきたのか、

中川緑道のアチコチに、咲いています。
白くかわいい花なのに、駆除すべき雑草だとか・・・

ナミアゲハ（並揚羽） と

ハタケニラ（畑韮）
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２２年３月５日 
 

ミチタネツケバナ（外来種） 

 

 

区内北西部 令和 4年 3月 5 日 

 

外来種のミチタネツケバナです。在来種のタネツケバナだと思っていました。 

いくつか似た種があり、見分けが難しいらしいです。 

派手な生き物が見つからなかったため、一応調べてみたら、在来種と思って

いたものが外来種でした。 

３月は春、花が咲き始めたり、水鳥が北へ帰ったりとよく見ると結構、水辺

はあわただしいです。 
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２２年４月１６日 
 

在来種タンポポの多い群落 

 

 

２０２２年４月９日 区北西部 

在来種のタンポポが７割～８割の珍しい群落です。 

花をひっくり返してざっと確認しただけです。 

なぜ在来種が残っている群落なのかの理由はわかりません。 
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２２年５月４日 
 

スイバ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スイバ（右は花、左は結実したもの） 

区内北西部 令和 4年 5月 4 日 

 

スイバの花と結実したものです。 

普通に生えていますが、結実したものなどは赤くて目立ちます。 

緑色の時期もあります。 

秋・冬も紅葉して綺麗で、春は緑の中で目立ち、冬は枯草の中で目立ち、好

きな植物の一つです。
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②４月１０日　水元公園入口階段わき

令和４年４月１０日　シロタンポポ（水元公園）

５月　東金町４丁目道路わき
外来種の花
とつつじのコラボ
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→５月下旬

ひな５羽の情報あり

←Ｂ地点
二か所共
つばめの
親鳥の尾
がみえる

→ひな５羽
（５／２０）

→
親
鳥
の
み
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3/7 水元 2 丁目 モンシロチョウ            ヒメオドリコソウ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       ツクシ↑  ナナホシテントウムシ↓ 
4/10 水元２丁目 シャガ 
 
 
 
 
 
 
 
 

自然観察レポート 調査区５ 
R4/3〜5 ⽉の巻  佐々⽊ 定治   

 季節が変わりゆくということを暮らしのなかで、感じることは 
毎日の暮らし方に、感動を覚えることです。感動は心の奥底をく
すぐり、その日その日に生あることに感謝することにほかなりま
せん。春から夏へと季節が移ろいで行くときには、まるで自然か
ら私に対して「しっかり見守ってよ！しっかりみてください
よ！」と言ってくれているような気がします。そのことは自然の
刻々と変化していくことの、驚きをとらえるごとく、生きていく
毎日の変化の中に、自分発見を見つけることにつながっているよ
うにも思います。僭越ながら私は、自然の動きを毎日の自分の暮
らしに取り入れるように、工夫した生き方をしなければと考えて
いるところです。 
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                  ←5/12 クロアゲハ  水元 3 丁目  ドクダミ↑ 
       
 
 
 
 
5/30 水元 3 丁目 栗の花↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 5/30     
                       5/31 水元 2 丁目 ホタルブクロ↑ 
 
 
  季節の言葉である「栗花落」は「つゆいり」とか「つゆり」と読みます。語源は栗の花が落ちる時期が梅雨入

りであるため「つゆいり」から「つゆり」のように転訛して「栗花落」の字に充てられたと言われています。確
かに栗の花が落ちるのは梅雨入りの時期と合致しているように感じます。上記の栗の花の満開記録写真は 5 ⽉ 30
日です。今年の梅雨入り宣言は 6 ⽉ 6 日でしたから、納得の季節用語です。 
 またこの時期の草花として「ドクダミ」がぴったりだと思います。白い花のように見えて実は花ではない白十
字は、私の勝手な解釈では命の守り神のようにも思います。水元 3 丁目の保育園で遊ぶ園児が、クロアゲハを捕
獲し見せてくれました。勿論そのあと直ぐに放して自然に飛び立っていきました。下向きに咲くホタルブクロも
健気にほの暗い樹⽊下で見つけることができました。私も自然と遊ぶ心をいつまでも持ち続けたいと思います。 
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葛飾区自然環境レポーター 自由レポート（2022 年 3～5 月） 

 

３⽉ 19 ⽇（⼟） ⽔元公園→東⾦町 8 丁⽬地先江⼾川堤防 

・コブシ・ボケ 水元公園内では見事に咲き揃っている。 

・ツバメ(1) 初認 水元公園内 

・ヒバリ(3) 江戸川堤防上では囀りをそこかしこで確認。春の訪れを実感。 

 

4 ⽉ 2 ⽇（⼟） ⽔元公園 

・ツバメ(２)、カワセミ(１)、コガモ(２) 

・水辺に目をやると、美しい世界が広がっていた。ツクシが背

を伸ばし(左)、水辺には何やらミツバチが集まり(中)、美しい花

(右)も咲いていた。春の到来は毎年心が躍るものです。 

 

4 ⽉ 17 ⽇（⽇） ⽔元公園不動池サンクチュアリ→東⾦町 8 丁⽬地先江⼾川河川敷 

・カワセミ(1) 不動池では多くのカメラマンが写真を撮っている。 

・チョウゲンボウ(1)、ヒバリ(2)・ツバメ(4) 江戸川堤防上では様々な鳥の姿が見られる。 

・旧葛飾橋の上から江戸川を眺めると、干潟のような低水路が姿を現していた(左)。川岸の

新緑の柳との景色が何とも

美しかった。 

・河川敷では川柳(右)の綿毛

のような種子がフワフワ飛

んでいましたが、その綿毛に

テントウムシがくっついて

いて、何とも愛らしかった。 

 

⽒名︓江⼾川の⼩鮒 調査区︓主に 5-24、5-26 町名︓東⾦町 
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5 ⽉ 29 ⽇（⽇） 東⾦町 3 丁⽬ 商店街 

昨年、東金町 3 丁目商店街にてツバメの営巣調査を行い

ましたが、今年も昨年と同じコンビニの軒先に巣作りを始

め、ヒナがすくすく育っている。こちらの小さな巣にはヒ

ナが 5 羽いるのを確認。何とか無事に育ってほしいもので

す。 

ただし昨年確認した他の場所では子育てが確認できず。

引き続き同じ地域で調査を行っていきたいと思います。 

 

 

 

5 ⽉ 29 ⽇（⽇） ⾃宅 

・アシダカグモ（と思われる） 

自宅室内に入るところを発見。 

窓の隙間から入ってきた様子。 

外に出してあげましたが、吐く糸が 

かなりしっかりしていたのに驚きました。 

 

 

 

 

≪番外編≫ 

5 ⽉ 3 ⽇（火） 景信山から高尾山への縦走 

・ツキノワグマ 

少なくとも登山道の 3 ヵ所に「クマ出没注意」の掲示あり。 

これまで 10 年以上高尾山には通っていますが、このような

掲示は初めて。幸いクマに出くわすことはありませんでした

が、これまでにも近くの山域などで目撃情報はありましたの

で、クマもちょっと高尾山まで足を延ばしたということでし

ょうか。それだけ高尾山の自然が豊かなのかもしれません。 

東京に残されたこんな素晴らしい自然も守っていきたい

ですね。 
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「明らかに小さいスミレ」 

ヒメスミレ 

3/20 区北西部 名前：石鍋壽一 

「側溝の隙間から健気に咲くホトケノザ」 

3/21 水元 名前：ゆきひめ 

モンシロチョウ 

3/7 水元 2 丁目 名前：佐々木定治 

「春ですね」 

クサギカメムシ 

３/２９ 柴又 名前：瑛ちゃん 
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「春分の日、咲きました。雪に負けるな！！」 

（撮影日翌日は雪が降りました） 

3/21 上千葉砂原公園 名前：慶蔵 

「これだけ鮮やかになりました」 

3/25 上千葉砂原公園 名前：慶蔵 

「これでも私こどもなんです」 

3/27 水元公園 名前：慶蔵 

蛾 

4/6 名前：となり 

「ゼニゴケもよーくみるとかわいい」 

4/13 水元 名前：ゆきひめ 
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「うちの保護虫」 

ツマグロヒョウモン 

3/28 お花茶屋 名前：Ｒｙｕ 

「男の子かな？女の子かな？」 

ツマグロヒョウモン 

4/1 お花茶屋 名前：Ｒ 

「蛹化途中」 

ツマグロヒョウモン 

4/10 お花茶屋 名前：Ｒｙｕ 

「羽化成功」 

ツマグロヒョウモン 

4/27 お花茶屋 名前：Ｒ 
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「クサフジと似た外来種」 

ナヨフサクジ 

4/9 区北西部 名前：石鍋壽一 

ネコハエトリ 

4/30 名前：となり 

コガモ 

４/１２ 水元公園 名前：瑛ちゃん 

「花」 

ノイバラ 

5/4 区北西部 名前：石鍋壽一 
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ジャコウアゲハ 

5/29 名前：となり 

「ベランダから侵入」 

クワキヨコバイ 

5/17 5/24 名前：有泉桂子 

ナミアゲハ 

5/25 お花茶屋 名前：Ｒｙｕ 

「おいしそうだよ ヒヨドリちゃん」 

ヤツデの実 

５/６ 金町 名前：瑛ちゃん 
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季節の写真集 春 
☆ハクセキレイの幼鳥だと思いますが、違ってたらご指摘ねがいます。 

 
☆ハスとトンボさん 

 
☆１年ぶりのオオヨシキリです。 
 
 
 

名前：高橋雅子 
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

2
47−50

1
76

1 5
28 16−26

1
38

1 2
22 20−25
2

65−65
5

45−70
1

740
1
63
72 5 2

28−38 28−34 30−32
12 4

24−30 18−25
1
42

計 7種類83個体 5種類21個体 5種類14個体

・

・

・

・

・

・

2 ア ユ

腰を傷めて水に入れなかったため、永年の酷使で傷んだ手網の網地交換に取り組んだ。さが
みやさんの手網は枠も取付け方もしっかりしていることが改めて解った。
全長38㎜のゴクラクハゼが採れた。アシシロハゼの雄にやや似るが、アシシロの黒斑が小さ
く散らばるのに対し、ゴクラクはやや大きく鮮明な黒点列が測線上にあることで区別でき
る。小さいと青緑色に反射する鱗は見られないようだ。（YK）

過去データを見て気が付いた。年間に採れる魚の種類が、本流は安定しているが、新八水路
は2001年以降減少が続いており、ワンドは2017年ごろから減少している。原因として
①水路の入り口が埋まり、ワンド経由でしか水路に魚が入れなくなった。（大雨の際の増水
時にしか水路入り口は冠水しない）
②ワンドの入り口が荒れてワンドに魚が入りにくくなった。（枯れ枝などゴミが浮遊）
③ワンド内の土砂の堆積により、水位が下がった時に水面が減少（底が露出）する。
④水路内の土砂の堆積により、水位が上がった時でも大きな魚が入れる深さにならない。
（例：ノッコミの際に水路最深部までたどり着けない）
などが複合的に影響していると思われる。（SI）

11 メ ダ カ

8 ハ ク レ ン

ハ ス

10 ボ ラ

ボラの赤ちゃんの大群が2回網に入ったり、人食い岩の近くで40cmくらいある？おっきい魚が
入ったり（逃がしてしまったが）して、水中ももうすぐ春なんだぁと感じた。
卒業前最後の調査だったが、いろんな魚に出会えて楽しかった。（AN）

タイリクバラタ ナゴ

12 モ ツ ゴ

5

7

ド ジ ョ ウ

9

6

ヌ マ チ チ ブ

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.76m (12:00)1.76m (14:00)1.80m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて12種類118個体の魚類が採集されました。

曇り時々曇、気温18.4℃、水温 本流12.4℃、新八水路16.4℃、新八ワンド15.2℃（14:30頃
測定）

3 カ ダ ヤ シ

4

特定外来生物

ゴ ク ラ ク ハ ぜ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−296

298

備　　考2022/3/19

ア シ シ ロ ハ ゼ1

【今後の調査日】　4月16日(土)  5月14日(土) 6月11日(土) 7月30日(土) 8月27日(土)

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

－28－
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

41

30−65

7

68−77

2

110−128
34

35−85

2

66−85

1

365

1
115

1

47

4

26−34

1

123
76

27−68

56

22−183

1

30

計 8種類218個体 5種類9個体 0種類0個体

・

・

・

・

・

【今後の調査日】　5月14日(土) 6月11日(土) 7月30日(土) 8月27日(土)

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−297

299

備　　考2022/4/16

ア シ シ ロ ハ ゼ1

3 ウ ナ ギ

4 オ イ カ ワ

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)0.93m (12:00)0.59m (14:00)0.68m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて13種類227個体の魚類が採集されました。

晴れ、気温18.6℃、水温 本流13.3℃、新八水路17.4℃、新八ワンド19.1℃（14:30頃測定）

ギ ン ブ ナ

13 メ ダ カ

5

7

ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ

9

6

コ イ

ボ ラ12

2 ア ユ

新八水路の最奥部で365㎜もあるゲンゴロウブナが手網で採れた。腹が凹んでいたので産卵後
の雌と思われた。行徳の水閘門を閉めた満水位からゲートを開放すると、ワンド内から本流
への流れができるため、これを溯上して産卵にきたと考えられる。
最近ゴクラクハゼがよく見られるようになった。汽水域を中心に棲息しているようだが、陸
封される事例もあるそうで、新八周辺でも安定して出現しているので繁殖を始めたのかもし
れない。（YK）

朝から本流の水位が下がっていたため、ワンドは中央に浅い水面と縁に水溜り程度の水面の
み。採れたのはオタマジャクシだけで残念な結果だった。
大きなツチフキには驚いた。やはり、123mmは新八での最大全長の更新だった。（SI）

11 ヌ マ チ チ ブ

8 ス ミ ウ キ ゴ リ

タイリクバラタ ナゴ

10 ツ チ フ キ

－29－
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調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

60
33−74

2
53−63

1
67
38

35−101
1
14

2
162−166

2
43−70

8
58−93

2
43−62

1 1 1
32 30 32
2

58−82
3

109−132
76

30−73
1
15

24
32−360

1
28
7

18−129

計 15種類229個体 1種類1個体 3種類3個体

・

・
・

・

・

15 ボ ラ

16 マ ハ ゼ

ヌ マ チ チ ブ

14 フ ナ SSP

【今後の調査日】　6月11日(土) 7月30日(土) 8月13日(土)

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−298
300

備　　考2022/5/14

ア シ シ ロ ハ ゼ1

3 ウ ナ ギ

4 オ イ カ ワ

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)0.83m (12:00)0.57m (14:00)1.04m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて17種類233個体の魚類が採集されました。
雨のち晴れ、気温27.0℃、水温 本流19.8℃、新八水路19.8℃、新八ワンド24.0℃（15:30頃
測定）

特定外来生物

コ イ

17 マ ル タ

5

7

コ ク チ バ ス

9

6

ゴ ク ラ ク ハ ゼ

ニ ゴ イ12

13

2 ア ユ

朝の雨から一転、午後は暑いほどの陽射し。採取された魚種も含め、初夏らしい気候でし
た。
川の中で測定していたら、カラスが下りてきて、見張っていました。近くに巣がある様子で
す。刺激しないようご注意を？（KI）

ウナギの幼魚を採ることができて嬉しかった。しかも狙っての採取なのでより一層嬉しい。
水路とワンドのどちらにもメダカとカダヤシが確認できなかったが、こんなことは記憶にな
く、何が起きたのだろうか？
記念すべき300回目の調査だったが、誰も気づかず。それにしても、長く続いています。
（SI）

11 デ メ モ ロ コ

8 ス ゴ モ ロ コ

ス ズ キ

10 ス ミ ウ キ ゴ リ

－30－
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葛飾柴又新八水路　魚類出現状況
調査次数

年       次

回　数・日　程

No.

1 イ セ ゴ イ ●
2 ウ ナ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ワ カ サ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ア ユ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 サ ケ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 タ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 ス ゴ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 デ メ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 ヒ ガ イ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ニ ゴ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 カ マ ツ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 ツ チ フ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 モ ツ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 マ ル タ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 ウ グ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 カ ワ ム ツ ●
17 オ イ カ ワ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 ハ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 ワ タ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 ハ ク レ ン ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 キ ン ブ ナ ●
22 ギ ン ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フ ナ 属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 キ ン ギ ョ ●

25 コ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 コ イ と フ ナ の 雑 種 ● ○ ○ ○
27 ヤ リ タ ナ ゴ ● ○
28 イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ ● ○
29 ア カ ヒ レ タ ビ ラ ●

30 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
32 カ ラ ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○
33 ア メ リ カ ナ マ ズ ● ○
34 ナ マ ズ ● ○ ○

35 ク ル メ サ ヨ リ ● ○ ○
36 メ ダ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 カ ダ ヤ シ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38 ボ ラ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 メ ナ ダ ●

40 カ ム ル チ ー ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
41 ス ズ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 オ オ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
43 コ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
44 ブ ル ー ギ ル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 シ マ イ サ キ ●
46 ヒ イ ラ ギ ● ○
47 ヌ マ チ チ ブ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
48 チ チ ブ ● ○
49 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 ゴ ク ラ ク ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
51 ク ロ ダ ハ ゼ ( ※ ) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨ シ ノ ボ リ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
52 ビ リ ン ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
53 ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 ス ミ ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ キ ゴ リ （ 型 不 明 ） ○

55 マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
56 ア シ シ ロ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
57 ヒ ナ ハ ゼ ●

地 点 種 類 数 合 計 42 36 40 30 39 27 28 41 23 27 31 11 12 # # # 31 10 9 32 11 7 28 11 7 2 3 2 8 3 4 5 5 2 7 5 4 # 2 4 # 3 6 # 6 9 # 2 3 # 9 3 # 5 2 9 3 3 5 6 3 3 5 3 4 3 2 7 5 5 8 5 0 # 1 3
●・・初採取 ※：和名がヨシノボリ（橙色型）からクロダハゼに変わりました。

297

2.19

本

流

新

八

ワ
ン
ド

296

1,15

本

流

新

八

ワ
ン
ド

299

4.16

本

流

新

八

ワ
ン
ド

298

3.19

本

流

新

八

ワ
ン
ド

295

12.4

本

流

新

八

ワ
ン
ド

2021

285

2.27

本

流

新

八

ワ
ン
ド

287

4.10

本

流

新

八

ワ
ン
ド

286

3.27

本

流

新

八

ワ
ン
ド

289

6.12

本

流

284

1.30

本

流

新

八

ワ
ン
ド

272〜283

2020

260〜271

2019

12回

本

流

新

八

ワ
ン
ド

標　準　和　名＼地　点

本

流

新

八

本

流

49-106

新

八

1-48

48回 58回

96-00 01-06

224-235

2016

12回

本

流

新

八

ワ
ン
ド

248〜259

12回

本

流

新

八

ワ
ン
ド

2018

107−163

06/4−10

57回

本

流

新

八

ワ
ン
ド

164−223

2011-15

60回

本

流

新

八

ワ
ン
ド

236-247

2017

12回

本

流

新

八

ワ
ン
ド

本

流

新

八

ワ
ン
ド

新

八

ワ
ン
ド

293

10.9

本

流

新

八

ワ
ン
ド

新

八

ワ
ン
ド

290

7.10

本

流

294

11.6

本

流

300

5.14

本

流

新

八

ワ
ン
ド

2022

12回

本

流

新

八

ワ
ン
ド

292

9.26

本

流

新

八

ワ
ン
ド

291

8.7

本

流

新

八

ワ
ン
ド

新

八

ワ
ン
ド

288

5.23

－
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自然環境係 電話：５６５４－８２３７（直通） 

 

 

 

 

★ 自然環境レポーターに誘ってみませんか★ 
 

―広報かつしか 7/5 号に掲載いたします♪― 

 

現在葛飾区では、多くの方に自然や生きものに興味を持ってもらうことが大切だ

と考えています。皆様が参加されているこの「葛飾区自然環境レポーター」制度は、

今まで自然観察をされたことがない方でも気軽に楽しんでいただける内容のもの

となっております。今後もこの制度をきっかけに、身近な自然や生きものに興味を

持っていただける方々をますます増やしていきたいと区として考えております。 

令和４年度の自然環境レポーターの新規加入者募集も始まります。この機会にぜ

ひ、皆様のお友達や知人の方などを自然環境レポーター制度に誘っていただき、一

緒に研修会に参加してみませんか？そして、環境レポートを友人・知人と相談しな

がら作成すると、レポーター活動も楽しくなるかもしれませんね。 

もし、ご紹介していただけるお友達や知人の方などいらっしゃいましたら、事務

局までお知らせください。よろしくお願いいたします。 

 

【申込期限：令和４年７月２５日（月）】 

 

 

★もうすぐ自然環境レポーターの更新の時期になります★ 

自然環境レポーターの皆様には９月１日から１年の任期で活動していただいてお

ります。現在のレポーターの皆様におかれましては、引き続き活動していただけれ

ば幸いです。後日、意思確認の通知を郵送いたしますので、必ず返信または、自然

環境係までご連絡くださいますようお願いいたします。 

 

 

★自然環境レポーター委嘱式・研修会★ 

委嘱式と研修会を「エコライフプラザ」にて行います。年１回の委嘱式ですので、
レポーターの皆様のご出席をお待ちしております。 
※詳細は、後日ご案内いたします。 
 
 

お友達や知人の方など 

環境課からのお知らせ 
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★鳴く虫の女王「カンタン」と秋に鳴く虫を聴く会★ 

 

  

令和４年９月中に区内３カ所のカンタンの里で実施を予定しています。 

詳しくは、広報 8/25 号（掲載予定）をご覧ください。 

 

・西亀有せせらぎ公園（西亀有 1-10-1 先） 

・北沼公園（奥戸 8-17-1） 

・青戸平和公園（青戸 4-23-1） 

 

 

★綾瀬川で水辺環境調査を行います★ 

採取した生きものを展示して、その場で調査結果の概要を説明します。 
直接会場へお越しください。 駐車場はありません。 

 

日にち  ７月１４日（木） 〈予備日７月１５日（金）〉 

時 間  １１時３０分～１２時（調査報告） 

場 所  綾瀬川（東四つ木避難橋付近） 

 

 

★新八水路で魚類調査を行います★ 

日にち  ７月３０日（土） ８月１３日（土） ※直前に確認して下さい。  

１０時～１６時ごろ 

場 所  江戸川河川敷 ※事前にご連絡をお願いします。 

持ち物  着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

  詳しくは、ＨＰ（http://shigenori1.jimdo.com/） 
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http://shigenori1.jimdo.com/


 
 

   ～夏号でご協力いただいたみなさま～ 

 

Ｒさん、有泉桂子さん、瑛ちゃん、江戸川の小鮒さん、 

石鍋壽一さん、Ｋ・Ｎさん、慶蔵さん、佐々木定治さん、 

散歩の花子さん、高橋雅子さん、田村ひろ子さん、 

千葉美文さん、Ｔ・Ｋさん、となりさん、藤並剛さん、 

弥生さくら草さん、ゆきひめさん、Ｒｙｕさん、 

自主生物調査団（編集：一澤成典さん）   

                             

                  ご協力ありがとうございました☆彡 

 
 
 
 

 
 

「水辺のふるさとかつしか」第３２１号 

（葛飾区 自然環境レポーター通信第２７３号） 

 令和４年６月末日 発行 

葛飾区環境部環境課自然環境係 

〒１２４－８５５５ 葛飾区立石５－１３－１ 

℡（３６９５）１１１１ 内線３５２２～３ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 
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◆「水辺のふるさとかつしか」の内容について、お間違い等お気づきの点があ

りましたらお知らせください。 


